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鑑賞マニュアル 美の壺
つぼ

│結び 2013
作品ナンバー1040
テレビ番組
記録
ビデオ
カラー／29分

■企画
NHKエデュケーショ
ナル

■制作
桜映画社
NHK

■制作統括
木村和人
戸沢冬樹

スタッフ
■製作
原村政樹

■脚本
土屋尚彦
原村政樹

■演出
土屋尚彦

■リサーチャー
細矢知里

■撮影
藤江　潔

■音声
赤川　淳

■照明
石谷　等

■音響効果
井田栄司

■編集
戸嶋志津子

■取材
岡村ひとみ

■ナレーション
礒野佑子

■出演
草刈正雄

一本の紐（ひも）を結ぶことで“美”が生まれる……。街の文具店
では、水引を様々な形に結んだ斬新なデザインの祝儀袋をそろえて
いる。富士山の水引から、英語の水引まで！デザインが変わっても、
そこには結びがある。結びは和菓子の世界にも。縁を結ぶというこ
とから結びのお菓子は祝いの席の定番だ。
　壱のツボ「封から美へ」。花結び教室では、絹の組紐でアクセサリー
や飾りを作っている。優雅で美しい花結び。花結びの始まりは、茶
道と深くかかわっている。戦国時代の茶の湯の席で戦国武将が最も
恐れたのは、茶に毒を盛られること。茶入れの袋の結びに仕掛けを
して、簡単にほどくことができない「封じ結び」で、江戸時代に入っ
て「花結び」として、袋の結びを競うようになった。
　弐のツボ「用の中に美あり」。機能と美しさを兼ね備えた竹垣の
結びを紹介。
　参のツボ「結びに心を込める」。縁結びの神様として有名な川越
氷川神社へ。結婚式では、赤い糸で編んだ「結い紐」（ゆいひも）
を交換しあう。さらに日本料理にも結びの料理の伝統がある。
　手わざが生み出した様々な結びの美は、数百年の時を超えて、今
も生き続けている。

日本人がつくり上げ、日本文化と切っても切れない「結び」を紹介
する。2013年10月 4 日、NHKの BSプレミアムで放送された。


